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当初予算

高
島
市
長
に
よ
る
初
の
当
初
予
算
は

一
般
会
計
で
総

額
４
６
９
億
円
６
４
０
０
万
円

（前
年
度
比
７

・
４
％

増
Ｙ
と
な
り
ま
し
た
。
市
長
が
公
約
に
掲
げ
た
教
育
に

つ
い
て
は
先
進
的
な
改
革
に
着
手
、
市
民
か
ら
の
要
望

が
高
ま
り
な
が
ら
も
、
見
送
ら
れ
て
き
た
福
祉

。
子
育

て
事
業
も
予
算
化
を
図
る
な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
を
印
象
づ

け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
政
策
を
評
価
し
、
予
算
案
に
賛
成
、

可
決
し
ま
し
た
。

ｒ
日
■

教
育
改
革

イト

月憂暮

教
育
改
革
の
重
点
に
据
え
た
　
Ｊ

の
は
個
別
最
適
化
に
よ
る
「ち
　
がひ

ょ
う
ど
の
学
び
」
で
す
。　
一人
　
当〒

ひ
と
り
の
個
性
や
関
心
、
理
解
　
一ぽマ

度
を
踏
ま
え
た
藝

一目
を
実
現
す

贅

る
た
め
、
有
識
者
の
助
一一一一早

先

翼

進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
研
究
　
‘片

し
、
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ツ
プ
　
ニｂ

や
授
業
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
　
［ト

対４
し

て
０
９
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ま
た
、
児
童
生
徒
の

「心
の
　
川

ケ
ア
」
に
も
力
点
を
置
き
ま
す
。　
二ヽＭ

市
立
小
申
学
校
の
全
校
に
心
の
　
“

・口

ケ
ア
を
支
援
す
る
職
員
を
配
　
″
‐
―〓

鷺

不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童

性

生
徒
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
学
習

一個

補
助
へ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

―
_

表
面
上
は
見
え
な
い

「い
じ

め
問
題
」
へ
の
対
応
策
と
し
て
、

子
供
た
ち
の
気
持
ち
や
心
の
健

康
度
を
デ
ー
タ
化
し
て
未
然
防

止
を
図
る

「い
じ
め
実
態
把
握

ア
プ
リ
」
を
試
験
導
入
、
弁
護

士
に
よ
る
い
じ
め
防
止
授
業
も

実
施
し
ま
す
¨

要
望
が
高
か
つ
た
市
立
小
中

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の

設
置
で
す
が
２
０
２
５
年
度
ま

で
に
全
校
整
備
を
進
め
ま
す
。

体
育
館
は
災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
も
活
用
が
見
込
ま
れ
、
酷

暑
日
の
増
加
に
伴
い
部
活
動
に

も
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら

早
期
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
。

【教育 。子育て 。福祉】
鰈大学等入学支援基金事業

→所得に応 じ支給対象を拡大
隕保育システム導入

→保護者がスマホで出欠連絡
は高齢者支援センター増設

→高齢人口が多い圏域に増設
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775万 円

221万 円

1601万 円

~現
場目線で市政改革

生
徒
減
少
や
学
校
の
働
き
方

改
革
を
踏
ま
え
、
早
期
実
施
を

求
め
て
き
た
中
学
部
活
動
の
地

域
移
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

教
職
員
に
代
わ
り
地
域
指
導
者

が
休
日
の
部
活
動
を
担
う
こ
と

に
な
り
、
既
存
の
部
活
動
に
は

な
い
新
た
な
部
活
動
と
し
て

一‐バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」
「ダ
ブ

ル

ダ

ッ
チ
」

「
フ
ラ

ッ
グ

フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
」
を
新
設
し
ま
す
。

教
職
員
の
授
業
準
備
や
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
に
も

つ
な
が
り
、
生
徒
に
と
っ
て
魅

力
的
な
部
活
動
が
誕
生
す
れ

ば
、
生
涯
学
習
や
市
民
活
動
の

発
展
に
も
寄
与
す
る
は
ず
で

一　
〇

コ
９

不妊治療助成も拡充

産後ケア事業

３
種
新
設

妊
娠
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

支
援
を
行
う

「産
後
ケ
ア
事
業
」

に
つ
い
て
、本
市
で
は
「宿
泊
型
」

と

「通
所
型
」
は
実
施
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
助
産
師
が
自
宅

訪
間
を
行
う

「訪
問
型
」
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「産
後
う

つ
」
が
社
会
問
題
化
し
、
訪
問

型
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
実

施
が
決
ま
り
ま
し
た
。
自
己
負

担
額
も
軽
減
、
対
象
児
も
生
後

４
か
月
以
内
か
ら
１
歳
以
内
に

拡
大
し
ま
し
た
。

不
妊
治
療

の
検
査
助
成
事
業

も
始
ま
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
２
０
２
１
年
度
に
不

妊
検
査
や
治
療
を
受
け
た
夫
婦

は
４

ｏ
４
組
に
１
組
。
少
子
化

の
中
、
妊
娠
を
望
む
カ

ツ
プ
ル

は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
経
済

的
な
負
担
は
大
き
い
の
が
現
状

で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
５
万
円
を
上

限
と
し
て
不
妊
治
療
と
し
て
医

療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
費
用

の
７
割
を
助
成
し
ま
す
。

妊娠を望むカップルが増 :
える中、 負担を軽減す >
る政策の実施が決まった :

◇新教育長が就任

福岡憲助教育長の任期満了を受

け、学校教育担当部長の野村大祐

氏が新たな教育長として就任しまし

た。 議会不同意により欠員となって

いた市教育委員には市民団体代表

の三宅真理子氏が就任しました。

元産経新聞記者

T

瘍
二
■
●鼈鼈

第
１
回
定
例
会
で
は
新
年
度
予
算
案
の
義栗
ム審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
た
こ
と
で
、
新
た

な
時
代
を
見
据
え
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
縣
晏
木だ
つ
た

も
開
始
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
予
算
特
別
委
員
会
で
の
議

論
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。
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ン
ド
交
通
」
の
実
証
運
行
を
交

通
不
便
地
区
で
あ
る
山
手
地
区

で
行
う
方
針
で
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
決
ま
っ

た
時
間
に
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
を

運
行
す
る
路
線
バ
ス
や
自
由
に

乗
降
が
で
き
る
タ
ク
シ
ー
と
は

異
な
り
、
利
用
登
録
を
し
た
う

え
で
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
予
約
、
乗
り
合
い
に
よ

り
移
動
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

神
一星
巾
で
は
急
な
坂
道
の
あ
る

垂
水
区
や
灘
区
の
住
宅
地
で
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
不
便
地
区
の
解
消
は
住

民
の
外
出
機
会
創
出
に
つ
な
が

り
、
健
康
維
持
に
も
寄
与
し
ま

す
。
長
年
の
課
題
解
決
に
向
け
、

早
期
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

敬
老
祝
金
を
廃
止

高
齢
者
全
体
に
サ
ー
ビ
ス

必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

今
後
は
高
齢
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
　
増
設
や
介
護
人
材
育
成

支
援
、
認
知
症
対
策
な
ど
に
充

当
し
ま
す
。

ち
な
み
に
芦
屋
市
を
除
く
近

隣
の
各
自
治
体

（神
戸
市
、
尼

崎
一嗅

西
宮
市
、
伊
丹
市
、
宝

塚
市
、
川
西
市
、
三
田
市
）
で

は
敬
老
祝
金
制
度
は
す
で
に
廃

止
し
て
い
ま
す
。

敬
老
祝
金
の
よ
う
に
個
人
に

対
す
る
支
給
で
は
な
く
、
高
齢

者
全
体
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
る
と
い
う
判
断
に
つ
い
て

賛
成
し
ま
し
た
。
見
直
し
に
よ

り
敬
老
の
意
識
が
薄
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
，ス

市
の
取
り
組
み

に
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「最
寄
り
の
駅
や
バ
ス
停
が

遠
い
」
「坂
道
が
急
で
移
動
が

大
変
」
「ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の

影
響
で
バ
ス
が
減
便
に
な
つ

た
」
と
い
っ
た
地
域
が
抱
え

る
交
通
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
事
前
予
約
に

よ
り
車
両
を
運
行
す
る

「デ
マ

乗
り
合
い
型
の
車
両
運
行
が
検
討
さ

れ
て
い
る

（イ
メ
ー
ジ
写
真
）

「デマンド交通」導入ヘ

■ロ  デマンド交通
日劉 利用者の予約に応

じて運行する地域公共交

通。従来のバスと違って

運行ダイヤやルー トが決
まっておらず、一般的に

は電話やインターネット

予約に応じ、希望の時間

帯に車両が指定された地

点に迎えに来て、目的地

まで移動する。交通不便
地域の解消策や路線バス

の減便対策として導入す
る自治体が増えている。

打
出
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

作
一ス

村
上
春
樹
氏
の
デ
ビ
ユ

ー
作

「風
の
歌
を
聴
け
」
に

登
場
す
る
打
出
公
園
と
打
出
教

と

一
体
整
備
さ
れ
た
打
出
教
育

セ
ン
タ
ー

育
文
化
セ
ン
タ
ー

（愛
称

¨
う

ち
ぶ
ん
）
な
ど
周
辺
エ
リ
ア
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
に
長
年
設
置
さ
れ
て
い

た

「猿
の
オ
リ
」
は
撤
去
さ
れ

ま
し
た
が
、
「お
猿
公
園
」
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

オ
リ
の
一
部
を
活
用
し
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

一　　〇

コ
リ

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
図
書
館

打
出
分
室
が
あ
り
自
動
図
書
貸

出
機
を
導
入
、
さ
ら
に
不
登
校

の
児
童
生
徒
が
通
う

「の
び
の

び
学
級
」
も
あ
り
ま
す
。
の
び

の
び
学
級
で
は
臨
床
心
理
士
を

配
置
し
、
学
校
復
帰
や
社
会
的

な
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

文公
化園

８８
歳
で
２
万
円
、
１
０
０
歳

で
３
万
円
を
毎
年
９
月
１
日
の

基
準
日
に
支
給
す
る
敬
老
祝
金

制
度
で
す
が
、
高
齢
者
人
口
の

増
加
に
よ
る
社
会
変
化
に
対
応

す
る
た
め
今
年
度
か
ら
の
廃
止

が
決
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
支
給
額
は
１
２
２

８
万
円
で
し
た
が
、
支
給
額
は

右
肩
上
が
り
で
、
２
０
２
５
年

度
に
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
な
り
、
持
続
可
能
な
高

齢
者
支
援
に
向
け
て
見
直
し
が

Facebook

【川上朝栄プロフィル】

1973年 12月 生まれ、50歳。妻 と娘

2人 の 4人家族。岡山白陵高を経て

学習院大経済学部卒。産経新聞に記

者 として入社、内閣府など政治経済
の現場を取材。著書に「関西企業大研  日 誓:署 回

究」「達人の世界」。社会福祉法人理事。 題現量離
社会福祉主事、介護職員初任者。趣味 日 ill百壁 ]

はテニス、スキー、高校野球観戦Э   x(旧 Twitter)

敬老祝金の推移  支船数
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‐‐11lM饉,`11.:::. 今年 2月 、石川県に住む寺越友枝 さん
蝙蔚‐′・=・'N之‐‐摯・ (92)が 亡くなった。その息子、武志 さん
は 13歳だった 1963年、能登半島沖で漁に出掛けたまま
行方不明になった。24年後、北朝鮮か らの手紙で生き

とが判明するが、武志 さんは 「親が恋 しかった

自分には北朝鮮に子供がいる」 として真相を語
なかった。友枝 さんは生前、「武志の近 くにい

、遺灰は海にまいてほしい」 と語っていた。北
朝鮮による日本人拉致問題だが、封印された事実もある。

こ

の
は

で

る
今

と

の

い
　
ヽ
こ

い

て
が

る
た

e-mail : kawakamiasae@gmail.com HP : https:/,/kawakami-asae.com

山
手
地
区
で
実
証
運
行

魏
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